
(57)【要約】

【課題】反射器を有するダイポールアンテナであって、

ＲＦＩＤタグを利用して、所望の広い範囲で通信が出来

る反射器付ダイポールアンテナ及びそれを用いたリーダ

／ライタ装置を提供する。

【解決手段】反射器２は円筒を中心軸から扇状に切り取

った形状で、ダイポールアンテナ１は円筒の外側に中心

軸と平行に配置され、アンテナ１の中心部は、反射器２

の長さ方向の中心部と一致し、アンテナ１と反射器２の

距離はアンテナ１の共振波の波長の１／４であることを

特徴とする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 反 射 器 を 有 す る ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ で あ っ て 、 反 射 器 は 円 筒 を 中 心 軸 か ら 扇 状 に 切 り 取
っ た 形 状 で 、 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ は 円 筒 の 外 側 に 中 心 軸 と 平 行 に 配 置 さ れ 、 ア ン テ ナ の 中
心 部 は 、 反 射 器 の 長 さ 方 向 の 中 心 部 と 一 致 し 、 ア ン テ ナ と 反 射 器 の 距 離 は ア ン テ ナ の 共 振
波 の 波 長 の １ ／ ４ で あ る こ と を 特 徴 と す る 反 射 器 付 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ の 反 射 器 付 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ を 備 え た こ と を 特 徴 と す る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ の リ ー
ダ ／ ラ イ タ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 反 射 器 付 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ 及 び リ ー ダ ／ ラ イ タ 装 置 に 関 し 、 特 に Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ
タ グ の 通 信 に 用 い ら れ る 反 射 器 付 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ 及 び そ れ を 用 い た リ ー ダ ／ ラ イ タ 装
置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ を 利 用 し た 商 品 が 市 場 に 提 供 さ れ 、 販 売 店 で は 在 庫 管 理 、 支 払 い 管
理 や 万 引 き 防 止 等 、 ま た メ ー カ ー や 流 通 過 程 で は 、 商 品 品 質 管 理 （ 混 入 防 止 等 ） 、 在 庫 管
理 等 に 利 用 さ れ 、 実 用 化 が 進 ん で い る 。 特 に Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ で は 、 リ ー ダ 装 置 ま た は リ ー ダ
／ ラ イ タ 装 置 と の 間 を 非 接 触 で デ ー タ の 送 受 が 出 来 、 上 記 の 作 業 が 非 常 に 効 率 良 く 実 行 で
き る た め 、 今 後 も 普 及 が 見 こ ま れ て い る 。 こ の 通 信 に 利 用 さ れ て い る ア ン テ ナ と し て は 、
コ イ ル 状 の ア ン テ ナ や ダ イ ポ ー ル 型 の ア ン テ ナ が 利 用 さ れ て い る 。 前 者 の ア ン テ ナ は 、 比
較 的 周 波 数 が 低 く 電 磁 誘 導 方 式 の 通 信 （ 遠 隔 作 用 の 電 磁 誘 導 ） に 利 用 さ れ る 。 通 信 距 離 も
数 ｍ ｍ ～ 数 １ ０ ｍ ｍ で あ る 。 後 者 は 、 比 較 的 周 波 数 が 高 く マ イ ク ロ 波 方 式 の 通 信 （ 近 接 作
用 ） に 利 用 さ れ 、 通 信 距 離 も 数 １ ０ ｍ ｍ ～ 数 ｍ と 、 広 い 範 囲 で 通 信 で き る 。 特 に ダ イ ポ ー
ル 型 ア ン テ ナ は 、 こ の 通 信 距 離 の 利 点 か ら 、 近 年 特 に 応 用 研 究 が 盛 ん で あ る 。 ま た 応 用 範
囲 は 相 当 広 い と 見 こ ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う に 通 信 距 離 を 広 げ る た め 、 現 状 で は 、 反 射 器 を 設 け 、 反 射 器 付 ダ イ ポ ー ル ア ン
テ ナ と し 、 ア ン テ ナ 素 子 か ら の 距 離 が ア ン テ ナ 共 振 波 の 波 長 の １ ／ ４ と な る よ う に 配 置 し
て 通 信 し て い る 。 こ れ に よ り ア ン テ ナ 素 子 か ら 放 射 さ れ た 電 波 が 反 射 器 に よ り 一 方 向 に 反
射 さ れ る と い う 手 法 を 利 用 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 こ の よ う な 実 用 化 を 進 め る に あ た り 、 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ 形 成 に つ い て も 新 た
な 問 題 が 生 じ て い る 。 実 用 化 の 結 果 、 多 数 の Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ が 広 範 囲 に わ た り 配 置 さ れ た 状
態 で 、 リ ー ダ 装 置 間 の 通 信 を 行 う 必 要 が 生 じ て い る 。 例 え ば 、 メ ー カ ー や 流 通 過 程 で は Ｒ
Ｆ Ｉ Ｄ タ グ が 添 付 さ れ た 製 品 が 多 数 列 状 に 並 ん で い る 状 態 、 あ る い は 倉 庫 に 製 品 が 多 数 並
ん で 配 置 さ れ て い る 状 態 で リ ー ダ 装 置 間 と 通 信 を 行 う 必 要 が 生 じ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 場 合 、 従 来 の よ う な 手 法 で は 、 反 射 さ れ る 方 向 が 一 方 向 に 絞 ら れ る た め 、 広
範 囲 の 通 信 が 困 難 で あ る 。 ま た 、 広 範 囲 の 通 信 を 行 う 場 合 、 複 数 の ア ン テ ナ が 必 要 と な る
た め 、 ス ペ ー ス や コ ス ト が か か る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 公 知 文 献 を 以 下 に 示 す 。 本 文 献 は 、 水 平 面 方 向 の 指 向 性 を 向 上 す る こ と を 目 的 と す る も
の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ０ ０ ８ ３ ３ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 本 発 明 は こ の よ う な 問 題 点 を 解 決 す る も の で 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ を 利 用 し て 、 所 望 の 広 い 範
囲 で 通 信 が 出 来 る 反 射 器 付 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ 及 び そ れ を 用 い た リ ー ダ ／ ラ イ タ 装 置 を 提
供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は か か る 課 題 に 鑑 み な さ れ た も の で 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 反 射 器 を 有 す る ダ イ ポ
ー ル ア ン テ ナ で あ っ て 、 反 射 器 は 円 筒 を 中 心 軸 か ら 扇 状 に 切 り 取 っ た 形 状 で 、 ダ イ ポ ー ル
ア ン テ ナ は 円 筒 の 外 側 に 中 心 軸 と 平 行 に 配 置 さ れ 、 ア ン テ ナ の 中 心 部 は 、 反 射 器 の 長 さ 方
向 の 中 心 部 と 一 致 し 、 ア ン テ ナ と 反 射 器 の 距 離 は ア ン テ ナ の 共 振 波 の 波 長 の １ ／ ４ で あ る
こ と を 特 徴 と す る 反 射 器 付 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 反 射 器 付 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ を 備 え た こ と を 特
徴 と す る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ の リ ー ダ ／ ラ イ タ 装 置 と し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 反 射 器 付 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ は 以 上 の よ う な 構 成 で あ る か ら 、 反 射 器 の 中 央 部
か ら 扇 形 状 の 左 右 の 形 状 に 従 っ た 広 い 範 囲 の 空 間 に 電 波 を 送 受 信 で き 、 所 望 の 範 囲 で Ｒ Ｆ
Ｉ Ｄ タ グ と リ ー ダ ラ イ タ と で 通 信 で き る 反 射 付 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ 及 び そ れ を 用 い た リ ー
ダ ／ ラ イ タ 装 置 と す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ き 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 反 射 器 付 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ の 例 の 概 略 を 斜 視 で 示 す 説 明 図 で あ る 。
図 で 、 反 射 器 ２ は 円 筒 を 中 心 軸 か ら 扇 状 に 切 り 取 っ た 形 状 で あ り 、 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ １
は 円 筒 の 外 側 に 中 心 軸 と 平 行 に 配 置 さ れ て い る 。 ア ン テ ナ の 中 心 部 Ｃ ａ は 、 反 射 器 ２ の 長
さ 方 向 の 中 心 部 Ｃ ｒ と 一 致 し 、 ア ン テ ナ １ と 反 射 器 ２ の 距 離 Ｌ は ア ン テ ナ の 共 振 波 の 波 長
の １ ／ ４ で あ る 。 な お 、 図 示 し て い な い が ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ の 中 心 部 か ら は 、 給 電 線 を
介 し て 、 電 力 の 供 給 、 受 給 が 反 射 器 の 裏 面 側 に 設 置 さ れ た 送 受 信 器 と の 間 で 行 わ れ る 。 ア
ン テ ナ か ら 出 射 、 あ る い は 受 信 さ れ る 電 波 は 、 反 射 器 か ら 反 射 さ れ た 電 波 と 合 成 さ れ る 。
こ の と き 両 者 の 距 離 が 共 振 波 長 の １ ／ ４ で あ る こ と か ら 電 波 が 強 め ら れ 遠 距 離 通 信 が 出 来
る が 、 反 射 器 が 扇 型 を な し て い る の で 、 ア ン テ ナ か ら 放 射 し た 電 波 が 放 射 状 に 反 射 さ れ る
た め 、 さ ら に 電 波 の 通 信 範 囲 が 広 が る 。 ま た こ の 範 囲 は 、 扇 形 状 の 半 径 や そ の 切 り 取 り 角
度 を 変 え る こ と で 、 変 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の よ う な ア ン テ ナ を 、 リ ー ダ 装 置 ま た は リ ー ダ ／ ラ イ タ 装 置 に 接 続 し 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ
と 通 信 す る こ と に よ り 、 広 い 範 囲 に 設 置 さ れ た Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ 群 と 通 信 で き る 。 た と え ば 、
Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ を 備 え た 商 品 群 が 倉 庫 に 配 置 さ れ て い る 場 合 、 そ の 配 置 範 囲 に 応 じ た 扇 形 状
と す る こ と で Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ タ グ 群 と 通 信 で き 、 在 庫 管 理 等 が 行 え る 。 ま た そ の 範 囲 に 応 じ た 形
状 の ア ン テ ナ を 用 意 す れ ば 、 多 数 の ア ン テ ナ を 必 要 と せ ず に 通 信 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 反 射 器 付 ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ の 例 の 概 略 を 斜 視 で 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
１ ・ ・ ・ ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ
２ ・ ・ ・ 反 射 器
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【 図 １ 】
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